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（一）井野川の概要
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（一）井野川の河川改修事業について

早期に河川改修による治⽔対策を実施する必要がある。

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

平成３１年７月２３日・２４日の豪雨

出水状況

出水後

降雨時の報道

内水被害



（一）井野川の河川改修事業について

改修前

改修後
流下能力の向上◎

良好な自然環境

良好な自然環境

長い間蓄積され今の形となった河川環境や景観の悪化

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

河川改修条件・特徴
①⽤地買収を⾏わず断⾯拡幅を実施する。
②短期間で設計施⼯を⾏う。（３か年緊急対策）

懸念事項



河川整備の目標

懸念事項の解決のために・・

川に降りたくなる、
触れたくなる河川空間を創る！

①多⾃然川づくりを進める
②河川の｢視点場｣は川に架かる橋やサイクリングロードか
ら⾒られることを意識する

・ 護岸は、周囲と調和した明度、彩度、テクスチャーを有するように
配慮する。

・ 護岸天端は、上から見られることを意識して周辺環境と調和するよ
うに表面の仕上がりを工夫する。

ポイント

目標
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目標 取組み まとめ



目標達成に向けた取り組み

⼈⽬につきやすい環境になっている。

現況河川の印象

・ 河床が平坦で単一的な断面となっている。
・ 護岸や根固めブロックが人工的で目立っている。

周辺環境と調和させるため
構造物の人工的な印象を減らす

縦断的･横断的に変化をもたせる
ため自然な水際を形成する。

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

改善点

川に降りたくなる、
触れたくなる河川空間を創る！

目標の達成

→今回の取り組みで実施

施工前



河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

構造物構造物の人工的な印象を減らす

構造物水際部の形成により
河川に凹凸をつける

構造物みお筋を形成し、
河床を平坦にしない。

【平⾯図】

【横断図】

目標達成に向けた取り組み



自然な水際を形成する工夫

縦断的･横断的に
変化をもたせるために

水際部を形成

工事完成から3ヶ月後

既存の袋詰め玉石を
処分せず有効活用！

･･･袋詰め玉石

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

施工前

施工直後

袋詰め⽟⽯に植⽣ ⽔性動物の⽣息環境確保

⽔際部の形成により⾃然な蛇⾏が形成された。

流速が早く
⽔際部の形成が難しい。



みお筋

施工後： 市道橋から撮影

水性植物が生育したこと
で護岸が景観に与える
インパクトを減少

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

工事完成から1年後

自然な水際を形成する工夫



河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

自然堆積により良好な水際が
形成されているため復元する。

施工3ヶ月後施工前

自然な水際を形成する工夫

施工中 施工1ヶ月後

粒径30～50cm程度の転石
を活用するように施工業者と協議



河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

⿃類が帰巣した
ことを確認

施⼯完了時に
なかった⾃然堆積

工事完成から1年後工事完成から半年後

自然な水際を形成する工夫

２０～３０cm程度の植生生育 ５０～８０ｃ ｍ程度の植生生育



現場独自作成

施工業者と意識共有

自然環境保全標準横断図

水際部の重要性を強調

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ自然な水際を形成する工夫

会議状況

・ 発注者だけでなく 、受注者側の河川環境や景観形成へ
の理解を深める。

【 目的】

・ 受発注者間で改修目標のすり合わせを行う。

・ 河川環境に対して施工時の配慮する事項を受注者から
も引き出す。

群馬県河川改修実施方針

群馬県技術基準

工事実施前の事前ミーティングを実施



人工的な印象を減らす工夫

護岸が目立たないよう
明度と彩度を重視し

比較検討

護岸タイプ比較表

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ



人工的な印象を減らす工夫

護岸の平均明度３.０以下

住宅地の平均明度７.０

住宅地側の平均明度よりも暗い
材料を選定し、

住宅よりも目立たせない！

２次製品であるため｢明るさ｣にムラがある､､､､
根入れ部に｢明るい材料｣を施工し表面の明るさを均等に！

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ



目地のコンクリートが
目立たないように

施工業者と監督員で協議

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ人工的な印象を減らす工夫

施工業者の創意工夫

素材の良い護岸材料を選んでも目地の白さが目立つと
材料の良さが半減してしまう！！

他現場の目地コンクリート施工状況

護岸の素材感と類似するような施工工夫



①コンクリート打設

②モルタル充填

③モルタル洗い出し

④完成

間詰めコンクリートの施工方法

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ施工業者の創意工夫



人工的な印象を減らす工夫

天端コンクリートの
白さを「 天端石」 で軽減

複数ある石材のパターンから選定

護岸天端の工夫

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ

①割付け ②天端コンクリート打設 ③天端⽯設置

景観配慮型の防護柵
（ ダークブラウン）



まとめ

・ 様々 な考えを持った人と密に現場で打ち合わせを行い、
イメージを共有することが大切であると感じた。

・ 地元の一部の方から河床を平坦にしないのかとの意見を頂く
ことがあり、県民の理解を得ることの難しさも感じた。

・ 今回の取組みで井野川の治水機能を向上すると同時に自然
環境へちょっとした工夫をすることで「 親しみのある河川」
を創出することができた。

地元の声

・ 川幅が広がり、安心感が増した。
以前よりも護岸や川がきれいになりとてもうれしい。

河川の
概要

事業の
方針

目標 取組み まとめ



ご清聴ありがとうございました。


